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議
案
第
64
号

▽
城
里
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

に
設
置
さ
れ
て
い
る
多
機
能

端
末
機
か
ら
、
移
動
端
末
設

備
を
使
用
し
た
印
鑑
証
明
書

の
交
付
を
で
き
る
よ
う
に
す

る
も
の
）

議
案
第
65
号

▽
城
里
町
監
査
委
員
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
現
金
出
納
の
検
査
の
期
日

を
毎
月
10
日
か
ら
毎
月
20
日

に
変
更
す
る
も
の
）

議
案
第
66
号

▽
城
里
町
使
用
料
及
び
手
数
料

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

（
七
会
町
民
セ
ン
タ
ー
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
夏
季
の
使
用
時
間

を
延
長
す
る
も
の
）

議
案
第
67
号

▽
城
里
町
営
土
地
改
良
事
業
経

費
の
賦
課
徴
収
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

（
土
地
改
良
事
業
に
係
る
特

別
徴
収
金
を
、
土
地
改
良
区

か
ら
町
が
徴
収
で
き
る
よ
う

に
す
る
も
の
）

議
案
第
69
号

▽
城
里
町
督
促
手
数
料
の
廃
止

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て（
町
税
等
に
係
る
督
促
手
数

料
を
廃
止
す
る
も
の
）

議
案
第
98
号

▽
城
里
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

（
特
別
職
の
職
員
と
一
般
職

の
職
員
の
期
末
手
当
率
及
び

勤
勉
手
当
率
の
改
正
、
給
与

を
引
き
上
げ
る
も
の
）

　

第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
５
日
か
ら
12
日
の
８
日
間
の
会
期

で
開
催
し
、
条
例
改
正
等
７
件
・
土
地
改
良
事
業
の
施
行
１
件
・

損
害
賠
償
額
の
決
定
及
び
和
解
２
件
・
補
正
予
算
10
件
・
人
事

関
係
20
件
が
上
程
さ
れ
、
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
報
告
は
７
件
あ
り
ま
し
た
。

第４回
定例会

条
例
改
正
等

可
　
決

第４回定例会で決まったこと

タブレット端末研修会を実施しました
　12月６日の議会定例会の一般質問後に、委員会室においてタブ
レット端末研修会を行い10名の議員が参加しました。

　現在、議案書等の会議資料や議員への通知が全て電子化されており、研修会ではタブレット及
びペーパーレス会議システム等の操作確認と、さらなる実践的な操作方法について、研修を行い
ました。

グラウンド
使用時間

改正前
９：00～17：00
　↓
改正後
８：30～18：30
（７月１日から
９月30日の間）
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土
地
改
良
事
業
の
施
行

可
　
決

第４回定例会で決まったこと

　

現
代
は
、
産
地
間
、
市
町

村
間
の
競
争
の
時
代
で
あ

る
。
鉄
道
が
通
っ
て
い
な
い

な
ど
、
交
通
事
情
に
恵
ま
れ

て
い
る
と
は
言
え
ぬ
当
町

に
、
若
い
子
育
て
世
帯
を
受

け
入
れ
る
為
に
、
給
食
費
無

償
化
な
ど
、
子
育
て
支
援
充

実
と
共
に
、
水
と
緑
に
恵
ま

れ
、
広
い
敷
地
に
住
め
、
の

び
の
び
子
育
て
が
で
き
る
と

い
う
事
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
必

要
が
あ
る
。

現
在
の
条
例
は
、
販
売
を
阻

害
し
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、

周
辺
市
町
村
で
も
規
制
緩
和

で
問
題
な
く
、
よ
っ
て
賛
成

す
る
。

　

議
案
第
68
号
は
、
次
の
３

点
に
つ
い
て
不
信
が
あ
る
。

　

①
都
市
開
発
の
面
積
の
緩

和
で
あ
る
が
、
２
，
０
０
０

㎡
に
緩
和
し
て
ま
だ
２
年
目

で
あ
り
、
３
，
０
０
０
㎡
の

緩
和
は
都
市
計
画
審
議
会
を

無
視
し
て
い
る
。

　

②
今
、
開
発
中
の
土
地
で

町
道
に
通
じ
る
私
道
の
寄
附

を
受
け
る
条
例
の
改
正
。

　

③
そ
の
開
発
中
の
土
地
に

新
た
に
町
道
の
新
設
、
こ
れ

に
つ
い
て
地
域
住
民
か
ら
反

対
署
名
が
提
出
さ
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
民
意
を
無

視
し
た
計
画
で
あ
り
、
執
行

権
の
乱
用
で
あ
る
の
は
明
白

で
あ
る
。

賛
　
成
　
討
　
論

反
　
対
　
討
　
論

飯
村　
　

栄　

議
員

関　
　

誠
一
郎　

議
員

議
案
第
70
号

▽
城
里
町
営
土
地
改
良
事
業
の

施
行
に
つ
い
て

（
令
和
７
年
度
か
ら
、
国
営

那
珂
川
沿
岸
農
業
水
利
事
業

で
造
成
し
た
基
幹
水
利
施
設

の
土
地
改
良
を
施
行
す
る
こ

と
に
つ
い
て
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
）

 議
案
第
71
号

▽
損
害
賠
償
額
の
決
定
及
び
和

解
に
つ
い
て

（
令
和
５
年
７
月
13
日
、
下

青
山
地
内
の
公
道
で
発
生
し

た
交
通
事
故
の
損
害
賠
償
額

を
決
定
し
、
和
解
す
る
こ
と

に
つ
い
て
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
）

議
案
第
68
号

▽
城
里
町
土
地
開
発
事
業
の
適

正
化
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
居
住
に
供
す
る
宅
地
開
発

事
業
の
適
用
面
積
を
0.2
ヘ
ク

タ
ー
ル
か
ら
0.3
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
緩
和
す
る
も
の
）

城里町議会の本会議を見てみませんか
城里町議会では、本会議の録画した映像データ
を You Tube で配信しています。
城里町公式ホームページ　トップページから

をクリック議会事務局

議会録画映像

をクリック議会事務局

議会生中継

また、本会議の生中継配信を始めました。
会期中のみ、ご覧いただけます。

⇒　　　　　　　　　　をクリック ⇒　　　　　　　　　　をクリック

　

こ
の
条
例
は
、
規
制
で
は

な
く
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
の
誘
導
施
策
で
あ

る
。
旧
常
北
町
は
、
県
内
で

一
番
の
住
宅
建
設
戸
数
を
誇

っ
た
時
期
が
あ
っ
た
。
ミ
ニ

開
発
や
乱
開
発
に
よ
り
困
り

果
て
つ
く
ら
れ
た
条
例
だ
。

開
発
行
為
基
準
を
満
た
し
て

い
れ
ば
、
町
が
受
け
入
れ
税

の
投
入
も
問
題
な
い
が
、
こ

の
開
発
行
為
基
準
を
拡
大
・

撤
廃
す
る
と
町
道
基
準
を
満

た
し
て
い
な
い
道
路
に
税
を

投
入
す
る
こ
と
に
な
り
、
得

を
す
る
の
は
開
発
業
者
で
あ

り
条
例
の
拡
大
・
撤
廃
は
業

者
へ
の
忖
度
で
あ
る
。
町
民

へ
の
背
任
行
為
で
あ
る
と
肝

に
銘
じ
て
頂
き
た
い
。
よ
り

良
い
ま
ち
づ
く
り
の
放
棄

だ
。 反

　
対
　
討
　
論

加
藤
木　
　

直　

議
員

損
害
賠
償
額
の
決
定
等

可
　
決
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議
案
第
72
号

▽
損
害
賠
償
額
の
決
定
及
び
和

解
に
つ
い
て

（
令
和
５
年
７
月
28
日
、
塩

子
地
内
の
公
道
で
発
生
し
た

交
通
事
故
の
損
害
賠
償
額
を

決
定
し
、
和
解
す
る
こ
と
に

つ
い
て
議
会
の
議
決
を
求
め

る
も
の
）

議
案
第
73
号

▽
令
和
５
年
度
城
里
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
に

つ
い
て

追
加
補
正
額

７
，
３
６
２
万
円

主
な
事
業

・
健
康
増
進
施
設
指
定
管
理
料

・
退
職
手
当
負
担
金

・
住
民
記
録
・
戸
籍
シ
ス
テ
ム

改
修

・
医
療
費
助
成
費
用

・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
人
件
費

・
旧
常
北
幼
稚
園
解
体
事
業

第４回定例会で決まったこと

・
教
師
用
指
導
書
・
教
科
書
購
入

予
算
総
額

１
０
８
億
１
，
２
８
５
万
８
千
円

議
案
第
74
号

▽
令
和
５
年
度
城
里
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）に
つ
い
て

（
事
業
勘
定
）

追
加
補
正
額

８
１
４
万
円

主
な
事
業

・
一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費

事
業

予
算
総
額

２
１
億
８
，
２
１
９
万
７
千
円

（
施
設
勘
定
）

追
加
補
正
額

６
５
万
３
千
円

主
な
事
業

・
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬

等
予
算
総
額

２
億
２
，
９
０
３
万
２
千
円

　

令
和
５
年
10
月
１
日
よ
り

茨
城
県
の
最
低
賃
金
が
42
円

引
き
上
げ
ら
れ
、
時
間
額

９
５
３
円
に
な
っ
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
指
導
員
１
名
あ
た
り
の

報
酬
は
、
１
日
約
４
時
間
労

働
、月
20
日
勤
務
と
す
る
と
、

月
々
３
，
４
０
０
円
の
増
額

と
な
る
。

　

ま
た
、
お
ひ
さ
ま
学
童
ク

ラ
ブ
は
、
現
在
30
名
を
預
か

っ
て
い
る
。
保
護
者
は
子
供

の
安
全
を
確
保
す
る
目
的
で

学
童
に
預
け
る
。
子
供
は
危

険
な
遊
び
も
楽
し
く
な
り
限

度
を
超
え
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
る
。指
導
員
が
少
な
い
と
、

目
が
行
き
届
か
ず
、
怪
我
の

リ
ス
ク
が
伴
う
為
、
指
導
員

４
名
体
制
が
運
営
上
適
切
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
指
導
員
１

名
増
の
人
件
費
を
含
め
た
補

正
予
算
に
賛
成
す
る
。

　

議
案
第
73
号
に
つ
い
て
の

補
正
予
算
で
あ
る
が
、
９
月

の
定
例
会
で
ホ
ロ
ル
の
湯

の
入
湯
税
の
使
い
込
み
約

９
０
０
万
円
が
発
覚
し
、
そ

の
補
填
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
関
係
し
た
理
事

長
、
事
務
職
員
の
処
罰
が
無

い
ま
ま
、
町
税
を
開
発
公
社

に
指
定
管
理
料
と
し
て
補
填

す
る
の
は
全
く
違
う
も
の
で

あ
る
。

　

ま
た
、
お
ひ
さ
ま
学
童
ク

ラ
ブ
は
、
12
月
現
在
で
１
年

分
の
委
託
料
を
使
っ
て
し
ま

い
、残
り
３
ヶ
月
分
が
不
足
、

い
わ
ゆ
る
15
ヶ
月
の
委
託
料

を
支
払
う
と
い
う
こ
と
は
税

金
の
た
れ
流
し
で
あ
り
、
な

ぜ
、
行
政
指
導
が
で
き
な
い

の
か
不
自
然
で
あ
る
。

賛
　
成
　
討
　
論

反
　
対
　
討
　
論

高
橋　

裕
子　

議
員

関　
　

誠
一
郎　

議
員

　

入
湯
税
、
過
年
度
納
付
に

伴
い
不
足
し
た
維
持
管
理
・

運
営
費
を
補
填
す
る
と
い
う

も
の
だ
が
、
指
定
管
理
者
制

度
に
反
す
る
。
地
方
自
治
法

や
条
例
に
よ
っ
て
も
、
年
間

の
契
約
を
業
者
の
不
適
切
な

行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
お
金

を
、
町
税
で
補
填
す
る
と
い

う
の
は
す
じ
違
い
だ
。

　

お
ひ
さ
ま
学
童
ク
ラ
ブ
の

人
数
が
増
え
た
か
ら
指
導
員

を
増
員
す
る
と
い
う
が
、
令

和
４
年
に
約
１
億
円
か
け
て

石
塚
開
放
学
級
を
改
築
し

た
。
そ
れ
が
無
駄
に
な
っ
て

い
い
の
か
。

反
　
対
　
討
　
論

藤
咲　

芙
美
子　

議
員

補
正
予
算

可
　
決
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議
案
第
78
号
か
ら

議
案
第
91
号
ま
で

▽
城
里
町
農
業
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

　

次
の
方
の
任
命
に
同
意
し
ま

し
た
。髙

安　

敏
夫 

氏
（
石　

塚
）

綿
引　

貞
夫 

氏
（
下
青
山
）

加
藤
木
直
之 

氏
（
北　

方
）

加
藤　

文
夫 

氏
（
高　

根
）

小
幡　
　

登 

氏
（　

粟　

）

所　
　

正
晴 

氏
（
御
前
山
）

大
座
畑
勝
之 

氏
（
塩　

子
）

江
幡　
　

薫 

氏
（
上
入
野
）

檜
山　

寬
司 

氏
（
上　

泉
）

加
藤　

要
司 

氏
（
上
古
内
）

小
幡　

利
克 

氏
（　

粟　

）

阿
久
津
貴
守 

氏
（
塩　

子
）

江
幡　

龍
夫 

氏
（
上
入
野
）

江
幡　

幸
子 

氏
（
石　

塚
）

任
期

　

令
和
６
年
２
月
１
日
か
ら

３
年
間

第４回定例会で決まったこと

人
　
事

同
　
意

議
案
第
75
号

▽
令
和
５
年
度
城
里
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）に
つ
い
て

（
保
険
事
業
勘
定
）

追
加
補
正
額

５
１
万
７
千
円

主
な
事
業

・
シ
ス
テ
ム
改
修

予
算
総
額

２
６
億
５
，
６
６
３
万
５
千
円

議
案
第
76
号

▽
令
和
５
年
度
城
里
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

に
つ
い
て

（
収
益
的
収
入
及
び
支
出
）

（
資
本
的
収
入
及
び
支
出
）

　

既
決
予
定
額
に
変
更
は
な
し

　

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
策

定
業
務
及
び
基
本
計
画
策
定
業

務
に
替
え
、「
水
道
施
設
最
適

化
検
討
委
託
事
業
」「
経
営
戦

略
改
定
・
水
道
審
議
会
等
運
営

支
援
業
務
」
を
実
施
す
る
。

議
案
第
77
号

▽
令
和
５
年
度
城
里
町
下
水
道

事
業
会
計
補
正
（
第
２
号
）

に
つ
い
て

（
収
益
的
収
入
及
び
支
出
の
既

決
予
定
額
）

減
額
補
正
額

３
３
６
万
９
千
円

主
な
事
業

・
施
設
維
持
管
理
事
業

・
処
理
場
電
気
料
金
の
減
額

収
入
支
出
予
定
額

１
０
億
３
，
４
１
０
万
４
千
円

議
案
第
99
号

▽
令
和
５
年
度
城
里
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
に

つ
い
て

追
加
補
正
額

１
億
５
，
４
０
８
万
７
千
円

主
な
事
業

・
職
員
給
与
等

・
住
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の

７
万
円
支
給

・
農
産
物
広
告
宣
伝
事
業

予
算
総
額

１
０
９
億
６
，
６
９
４
万
５
千
円

議
案
第
１
０
０
号

▽
令
和
５
年
度
城
里
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）に
つ
い
て

（
事
業
勘
定
）

追
加
補
正
額

２
０
万
円

主
な
事
業

・
職
員
給
与
等

予
算
総
額

２
１
億
８
，
２
３
９
万
７
千
円

（
施
設
勘
定
）

追
加
補
正
額

５
０
万
円

主
な
事
業

・
職
員
給
与
等

予
算
総
額

２
億
２
，
９
５
３
万
２
千
円

議
案
第
１
０
１
号

▽
令
和
５
年
度
城
里
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）に
つ
い
て

（
保
険
事
業
勘
定
）

追
加
補
正
額

５
０
万
円

主
な
事
業

・
職
員
給
与
等

予
算
総
額

２
６
億
５
，
７
１
３
万
５
千
円

議
案
第
１
０
２
号

▽
令
和
５
年
度
城
里
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

に
つ
い
て

（
収
益
的
支
出
）

　

既
決
予
定
額
に
変
更
は
な
し

　

電
気
料
金
を
減
額
し
、
職
員

給
与
等
を
増
額

議
案
第
１
０
３
号

▽
令
和
５
年
度
城
里
町
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）に
つ
い
て

（
収
益
的
収
入
及
び
支
出
の
既

決
決
予
定
額
）

追
加
補
正
額

３
５
万
円

主
な
事
業

・
職
員
給
与
等

収
入
支
出
予
定
額

１
０
億
３
，
４
４
５
万
４
千
円
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議
案
第
92
号
か
ら

議
案
第
97
号
ま
で

▽
城
里
町
政
治
倫
理
審
査
会
委

員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

次
の
方
の
選
任
に
同
意
し
ま

し
た
。阿

久
津
紀
子 

氏
（
石　

塚
）

松
村　
　

孝 

氏
（
つ
く
ば
市
）

卜
部　

德
也 

氏
（
小　

勝
）

五
十
嵐
雅
晴 

氏
（
阿
波
山
）

田
上　
　

勤 

氏
（
石　

塚
）

髙
堀　

義
美 

氏
（
阿
波
山
）

任
期

　

令
和
５
年
12
月
20
日
か
ら

２
年
間

議
案
第
39
号

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

契
約
の
目
的

令
和
５
年
度　

城
里
町
立
桂

図
書
館
・
郷
土
資
料
館
空
調

設
備
改
修
工
事

契
約
の
金
額

７
，
７
９
４
万
６
千
円

契
約
の
相
手
方

　

水
戸
市
千
波
町
２
４
９
９
の
５

　

第
一
熱
学
建
設　

株
式
会
社

議
案
第
40
号

▽
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
３
号
）に
つ
い
て

追
加
補
正
額

１
４
０
万
円

主
な
事
業

・
中
学
生
部
活
動
各
種
大
会
等

出
場
補
助

予
算
総
額１

０
５
億
５
９
９
万
円

議
案
第
62
号

▽
工
事
変
更
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

契
約
の
目
的

令
和
５
年
度　

お
ひ
さ
ま
学

童
ク
ラ
ブ
新
築
工
事

変
更
に
よ
る
増
額

４
４
万
円

変
更
後
の
契
約
金
額

６
，
６
９
９
万
円

契
約
の
相
手
方

　

城
里
町
那
珂
西
２
４
９
０

　

有
限
会
社　

東
海
組

議
案
第
63
号

▽
令
和
５
年
度
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

に
つ
い
て

（
保
険
事
業
勘
定
）

追
加
補
正
額

５
１
８
万
円

主
な
事
業

・
国
県
等
介
護
給
付
費
負
担
金

返
還
金

予
算
総
額

２
６
億
５
，
６
１
１
万
８
千
円

第
１
回
臨
時
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

第
１
回
臨
時
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

　

第
１
回
臨
時
会
が
７
月
28
日
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

　

工
事
請
負
契
約
の
締
結
及
び
補
正
予
算
に
つ
い
て
審
議

し
、
ど
ち
ら
も
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

第
２
回
臨
時
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

第
２
回
臨
時
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

　

第
２
回
臨
時
会
が
10
月
11
日
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

　

工
事
変
更
請
負
契
約
の
締
結
及
び
補
正
予
算
に
つ
い
て
審

議
し
、
ど
ち
ら
も
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

第１回・第２回臨時会で決まったこと

契
約
の
締
結

補
正
予
算

可
　
決

可
　
決

契
約
の
締
結

補
正
予
算

可
　
決

可
　
決
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審議した議案と各議員の賛否

審議した議案と各議員の賛否
○は賛成、×は反対、棄は棄権、ーは欠席、※は除斥の対象（自己の一身上に関する事件については、
議事に参与できないこと）による退席

議案番号等 議案名等

賛否数 議　　員　　名

賛　

成

反　

対

高
橋　

裕
子

金
長　

秀
範

綿
引　

静
男

飯
村　
　

栄

桜
井　

和
子

加
藤
木　

直

猿
田　

正
純

藤
咲
芙
美
子

片
岡　

藏
之

三
村　

孝
信

関　

誠
一
郎

鯉
渕　

秀
雄

小
圷　
　

孝

阿
久
津
則
男

■第１回臨時会（令和５年７月28日）
議案第39号 工事請負契約の締結について 10 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ － － ○

議案第40号
令和５年度一般会計補正予算（第３
号）について 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○

■第２回臨時会（令和５年10月11日）
議案第62号 工事変更請負契約の締結について 11 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ － ○ ○

議案第63号
令和５年度城里町介護保険特別会計
補正予算（第２号）について 12 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

■第4回定例会（令和５年12月５日～12日）

議案第64号
城里町印鑑条例の一部を改正する条
例について 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議

長

の

た

め

採

決

に

加

わ

っ

て

い

な

い

議案第65号
城里町監査委員条例の一部を改正す
る条例について 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第66号
城里町使用料及び手数料条例の一部
を改正する条例について 7 3 ○ ○ ○ ○ 棄 棄 棄 × ○ ○ × ○ ×

議案第67号
城里町営土地改良事業経費の賦課徴
収に関する条例の一部を改正する条
例について

12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議案第68号
城里町土地開発事業の適正化に関す
る条例の一部を改正する条例につい
て

8 5 ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × ○ ×

議案第69号
城里町督促手数料の廃止に伴う関係
条例の整備に関する条例の制定につ
いて

13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第70号
城里町営土地改良事業の施行につい
て 12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議案第71号 損害賠償額の決定及び和解について 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第72号 損害賠償額の決定及び和解について 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第73号
令和５年度城里町一般会計補正予算
（第５号）について 8 5 ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × ○ ×

議案第74号
令和５年度城里町国民健康保険特別
会計補正予算（第２号）について 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第75号
令和５年度城里町介護保険特別会計
補正予算（第３号）について 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第76号
令和５年度城里町水道事業会計補正
予算（第２号）について 12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議案第77号
令和５年度城里町下水道事業会計補
正予算（第２号）について

13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議長のため採決に加わっていない
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議案番号等 議案名等

賛否数 議　　員　　名

賛　

成

反　

対

高
橋　

裕
子

金
長　

秀
範

綿
引　

静
男

飯
村　
　

栄

桜
井　

和
子

加
藤
木　

直

猿
田　

正
純

藤
咲
芙
美
子

片
岡　

藏
之

三
村　

孝
信

関　

誠
一
郎

鯉
渕　

秀
雄

小
圷　
　

孝

阿
久
津
則
男

議案第78号

城里町農業委員会
委員の任命につき
同意を求めること
について

髙安　敏夫氏 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議

長

の

た

め

採

決

に

加

わ

っ

て

い

な

い

議案第79号 綿引　貞夫氏 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第80号 加藤木直之氏 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第81号 加藤　文夫氏 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第82号 小幡　　登氏 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第83号 所　　正晴氏 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第84号 大座畑勝之氏 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第85号 江幡　　薫氏 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第86号 檜山　寬司氏 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第87号 加藤　要司氏 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第88号 小幡　利克氏 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第89号 阿久津貴守氏 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第90号 江幡　龍夫氏 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第91号 江幡　幸子氏 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第92号

城里町政治倫理審
査会委員の選任に
つき同意を求める
ことについて

阿久津紀子氏 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第93号 松村　　孝氏 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第94号 卜部　德也氏 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第95号 五十嵐雅晴氏 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第96号 田上　　勤氏 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第97号 髙堀　義美氏 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第98号
城里町職員の給与に関する条例等の
一部を改正する条例について 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第99号
令和５年度城里町一般会計補正予算
（第６号）について 12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議案第100号
令和５年度城里町国民健康保険特別
会計補正予算（第３号）について 12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議案第101号
令和５年度城里町介護保険特別会計
補正予算（第４号）について 12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議案第102号
令和５年度城里町水道事業会計補正
予算（第３号）について 12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議案第103号
令和５年度城里町下水道事業会計補
正予算（第３号）について 12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

審議した議案と各議員の賛否

傍聴者報告　第４回議会定例会（12月５日～12日）合計13人

日程など詳しいことは議会事務局またはホームページでご確認ください。
TEL.029−288−3111（内線302）　https：//www.town.shirosato.lg.jp

傍聴される方は、本庁３階議場前で傍聴受付簿に必要事項を記入し、ご入場ください。
議場の傍聴席の定員は30名です。

次回の定例会は、令和６年３月５日からを予定しています。
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9

町
政
を
問
う

一般質問
藤　咲　芙美子　議員	‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10
１．個人情報の自衛隊への提供について
２．水道広域化を進めるべきではない
３．物価高騰に対する支援を

加藤木　　　直　議員	‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 11
１．上下水道事業全般について
２．大谷翔平選手から小学校への野球グローブ寄贈につ
いて

飯　村　　　栄　議員	‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12
１．土地開発条例の改正について
２．私道の寄附受け入れについて
３．自治会管理の公園の今後の管理方針について
４．ソーラー発電、風力電力等の許可について

今回３名が質問し、今回３名が質問し、
その要約を掲載しました。その要約を掲載しました。

「町政を問う」の掲載記事は、質問者本人の「町政を問う」の掲載記事は、質問者本人の
寄稿によるものです。寄稿によるものです。

次ページからの、顔写真下のＱＲコードを
スマートフォンなどで読み込むと、一般質問
時の動画が視聴できます。

【お詫びと訂正】
議会だより76号に掲載の一般質問において、誤りがありま
した。お詫びして訂正いたします。
P12　高橋裕子議員「子育て支援として」
記事中央の　「幼稚園・認定こども園の保育料（授業料）基
本月額」の表

33号号認認定定（（00～～２２歳歳児児））    欄欄内内上上段段：：保保育育標標準準時時間間、、下下段段（（  ））：：保保育育短短時時間間  単単位位：：円円  

  
町民税所得割 

（推定年収） 

国 城里町 

第１子 第１子 第２子 第３子以降 

1階層 生活保護 
0 

（0） 

0 

（0）  

0  

（0）  

0 

（0） 

2階層 

町民税非課税 

（～260万円）   

０ 

（0） 

0 

（0）  

0 

（0） 

0 

（0） 

2階層 

(ひとり親世帯) 

 0  

（0） 
0 

（0） 

0 

（0） 
0 

（0） 

3階層 

48,600円未満 

（～330万円）   

 19,500 

(19,300) 

10,000 

(9,800) 

5,000 

（4,900）  

0 

（0） 

3階層 

(ひとり親世帯) 

 9,000 

(9,000) 

4,500 

（4,400）  
0 

（0） 

0 

（0） 

4階層 

（注１）   

57,700円未満 
30,000 

（29,600） 
19,000 

（18,600）  

9,500 

（9,300）  

0 

（0） 

77,101円未満 

（～360万円） 

9,000 

(9,000) 

 9,000 

(9,000) 

0 

（0） 

0 

（0） 

4階層 
97,000円未満 

（～470万円）  

30,000 

(29,600) 

19,000 

(18,600)  

同時入所で 

9,500 

（9,300） 

同時入所で 

0 

（0） 

5階層 
169,000円未満 

（～640万円）  

44,500 

(43,900) 

25,000 

(24,400) 

同時入所で 

12,500 

(12,200) 

同時入所で 

0 

（0） 

6階層 
301,000円未満 

（～930万円）  

61,000 

(60,100) 

37,000 

(36,200) 

同時入所で 

18,500 

(18,100) 

同時入所で 

0 

（0） 

7階層 
397,000円未満 

(～1,130万円)  

80,000 

(78,800) 

41,000 

(40,100) 

同時入所で 

20,500 

(20,050) 

同時入所で 

0 

（0） 

8階層 
397,000円以上

(1,130万円～)  

104,000 

(102,400) 

46,000 

(45,000) 

同時入所で 

23,000 

(22,500) 

同時入所で 

0 

（0） 

＊城里町のホームページより引用 

近隣町村の 5階層利用料金は、 

茨城町：40,000円／大洗町：35,000円～44,000円／東海村：21,000円～24,500円／大子町：無料となっている。 

正

誤
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藤
ふじ

咲
さ く

　芙
ふ

美
み

子
こ

　議員こちらから
動画が視聴できます

藤
咲　

町
は
自
衛
隊
に

住
民
基
本
台
帳
か
ら
18

歳
、
22
歳
の
若
者
の
名
簿

を
提
供
し
て
い
る
。
個
人

情
報
保
護
、
人
権
尊
重
の

観
点
か
ら
大
変
由
々
し
き

問
題
だ
。

　
自
衛
隊
法
施
行
令
の
規

定
で
は
、
防
衛
大
臣
が
市

町
村
に
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
と
あ
る
だ
け
で
、「
市

町
村
長
は
名
簿
を
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

は
書
い
て
い
な
い
。
自
衛

隊
の
要
請
に
応
じ
る
義
務

は
な
い
は
ず
だ
。

町
民
課
長　

※
法
定
受
託

事
務
と
し
て
行
っ
て
い

る
。
自
衛
官
の
募
集
に
必

要
な
資
料
と
し
て
、
住
民

基
本
台
帳
の
写
し
を
用
い

る
こ
と
に
、
特
段
の
問
題

は
生
じ
な
い
。

藤
咲　

国
会
で
防
衛
相

は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体

で
判
断
す
る
」
と
答
弁
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
判
断

は
各
自
治
体
が
行
う
の
で

※
法
定
受
託
事
務
で
は
な

い
。
本
人
が
知
ら
な
い
う

藤
咲　

物
価
高
騰
に
対

す
る
支
援
と
し
て
、
困
窮

す
る
高
齢
者
世
帯
や
低
所

得
世
帯
に
対
す
る
負
担
軽

減
が
必
要
だ
。
電
気
料
、

灯
油
購
入
な
ど
の
負
担
軽

減
を
求
め
る
。

福
祉
こ
ど
も
課
長　

閣
議

決
定
で
７
万
円
の
給
付
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。

藤
咲　

収
入
が
低
い
世

帯
ほ
ど
物
価
高
騰
の
波
を

被
っ
て
い
る
。
生
活
全
般

的
に
判
断
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

藤
咲　

９
月
定
例
会
の

水
道
広
域
化
に
関
わ
る
質

問
に
町
長
は
「
水
戸
市
経

由
で
城
里
町
に
県
の
豊
富

な
能
力
で
つ
く
ら
れ
た
水

を
供
給
す
る
の
で
、
町
は

巨
額
の
設
備
投
資
を
免
れ

る
」
と
答
弁
し
た
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
、
①
城
里

町
の
お
い
し
い
水
は
残
す

べ
き
。
②
水
戸
市
は
広
域

化
不
参
加
を
表
明
し
た

が
、
ど
の
よ
う
に
な
る
の

か
。
③
巨
額
の
設
備
投
資

を
免
れ
る
と
い
う
が
、
工

事
費
や
水
道
料
金
に
つ
い

て
試
算
は
あ
る
の
か
。

町
長　

①
県
の
浄
水
場

は
石
塚
浄
水
場
で
は
で
き

な
い
最
新
の
設
備
が
導
入

さ
れ
て
い
る
。
②
水
戸
市

が
不
参
加
で
も
導
水
ル
ー

ト
に
つ
い
て
の
影
響
は
な

い
。

③
工
事
費
に
つ
い
て
は
審

議
会
の
結
果
を
お
待
ち
い

た
だ
き
た
い
。
水
道
料
金

に
つ
い
て
、
現
時
点
で
い

う
こ
と
は
で
き
な
い
。

物
価
高
騰
に
対
す
る
支
援
を

《
福
祉
こ
ど
も
課
長
》
７
万
円
の
給
付
を
行
う

水
道
広
域
化
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い

《
町
長
》
工
事
費
は
審
議
会
で

《町民課長》 法定受託事務として行って
いる

個人情報の自衛隊への
提供について

ち
に
自
分
の
名
簿
が

自
衛
隊
に
渡
さ
れ
る

の
は
、
重
大
な
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
侵
害
で

あ
り
、
直
ち
に
や
め

る
べ
き
だ
。

町
民
課
長　

以
前
は

名
簿
の
閲
覧
だ
っ
た

が
、
令
和
元
年
か
ら

紙
媒
体
で
提
出
し
て

い
る
。

小松浄水場小松浄水場

※法定受託事務
　地方自治体が行う事務のうち、国
（又は都道府県）が本来果たすべき
役割に係るものであって、国（又は
都道府県）において適正な処理を特
に確保する必要があるものとして、
法律または政令で定めるもの。
　国政選挙、旅券の交付、戸籍事務、
生活保護、国道の管理など。
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加
か と う ぎ

藤木　直
ただし

　議員

《水道課長》 実質１億円超の損失
《下水道課長》 実質５億円超の損失

上下水道事業全般について

こちらから
動画が視聴できます

加
藤
木　

上
下
水
道
の
加

入
者
が
少
な
く
な
る
と
、

経
営
が
厳
し
く
な
る
。
接

続
後
す
ぐ
休
止
す
る
案
件

は
あ
る
の
か
。

水
道
課
長　

分
譲
開
発

後
、
販
売
に
至
ら
ず
休
止

し
た
り
、
合
併
時
の
未
普

及
事
業
で
水
道
整
備
を
し

た
が
、
井
戸
水
を
使
用
す

る
た
め
休
止
す
る
事
例
が

あ
る
。

加
藤
木　

中
止
率
が
特
に

低
い
地
区
は
あ
る
の
か
。

水
道
課
長　

空
き
家
化
が

進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
や
井

戸
水
を
使
っ
て
い
る
な
ど

様
々
で
あ
る
。

加
藤
木　

現
在
ま
で
の
対

応
と
、
今
後
の
対
策
を
伺

う
。

水
道
課
長　

中
止
件
数
の

増
加
は
課
題
で
あ
る
。
空

き
家
へ
の
対
策
は
、
担
当

課
と
連
携
し
行
い
、
井
戸

水
使
用
に
つ
い
て
は
、
水

質
検
査
で
飲
料
不
適
の
結

果
を
も
と
に
水
道
利
用
を

促
進
し
て
い
る
事
例
も
あ

る
た
め
、参
考
に
し
た
い
。

加
藤
木　

上
下
水
道
、
近

年
の
収
支
状
況
を
伺
う
。

水
道
課
長　

例
年
実
質

１
億
円
超
の
損
失
だ
。

下
水
道
課
長　

令
和
４
年

度
決
算
で
実
質
５
億
円
超

の
損
失
だ
。

加
藤
木　

上
下
水
道
共
に

赤
字
だ
が
、
町
民
に
事
業

へ
の
理
解
を
い
た
だ
き
、

か
つ
企
業
誘
致
の
取
り
組

み
を
求
め
る
。

　

水
道
事
業
が
始
ま
り
、

何
処
が
古
く
、
何
年
に
な

る
の
か
。

水
道
課
長　

更
新
計
画
を

立
て
て
お
り
、
北
米
、
石

塚
、
小
坂
、
春
園
が
古
く

54
年
経
っ
て
い
る
。

加
藤
木　

年
間
ど
の
程
度

更
新
を
行
っ
て
い
る
の

か
。

水
道
課
長　

年
間
１
％
弱

の
更
新
で
あ
る
。

加
藤
木
　

そ
れ
で
は

１
０
０
年
以
上
か
か
る
。

災
害
等
も
考
慮
し
前
倒
し

で
き
る
よ
う
検
討
を
求
め

る
。

加
藤
木　

上
下
水
道
料
金

の
滞
納
状
況
を
伺
う
。

水
道
課
長　

直
近
で
１
１
０

件
、
約
１
，
４
０
０
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

下
水
道
課
長　

１
７
０

件
、
１
，
１
８
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

加
藤
木　

滞
納
者
が
移
転

し
、
家
族
の
別
名
義
で
再

度
契
約
す
れ
ば
そ
の
滞
納

加
藤
木　

今
話
題
の
大
谷
翔
平

選
手
か
ら
寄
贈
さ
れ
る
グ
ロ
ー

ブ
の
管
理
、
子
供
達
へ
の
啓
蒙

に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

教
育
長　

盗
難
や
紛
失
が
な
い

よ
う
管
理
し
、
大
谷
選
手
の
思

い
や
彼
の
生
き
方
を
学
習
し
、

啓
蒙
を
期
待
し
た
い
。

加
藤
木　

大
谷
選
手
の
純
粋
な

思
い
を
子
供
た
ち
に
伝
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

大
谷
翔
平
選
手
か
ら
小
学
校
へ
の
野
球

グ
ロ
ー
ブ
寄
贈
に
つ
い
て

《
教
育
長
》

盗
難
等
な
い
よ
う
管
理

が
免
れ
る
。
実
際
可
能
な

の
か
。

町
長　

内
容
に
つ
い
て

承
知
し
て
い
な
い
。
水
道

事
業
経
営
に
及
ぼ
す
ほ
ど

多
く
の
件
数
が
あ
る
わ
け

で
は
な
い
と
認
識
し
て
い

る
。

加
藤
木　

対
応
策
と
し

て
、
規
則
の
見
直
し
を
求

め
る
。

加
藤
木　

個
人
敷
地
内
の

メ
ー
タ
ー
前
の
漏
水
は
、

個
人
対
応
と
の
事
だ
が
行

政
対
応
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
近
隣
市
町
の
状
況
を

伺
う
。

水
道
課
長　

笠
間
市
、
常

陸
大
宮
市
は
、
有
収
率
対

策
の
た
め
行
政
対
応
と
な

っ
て
い
る
。

　

今
後
検
討
し
た
い
。

大谷選手から寄贈されたグローブ大谷選手から寄贈されたグローブ
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飯
いい む ら

村　　栄
さかえ

　議員

《町　長》 土地開発条例の適用を避け
ている

土地開発条例の改正に
ついて

こちらから
動画が視聴できます

飯
村　

人
口
減
少
を
い

か
に
し
て
食
い
止
め
て
い

く
か
と
い
う
こ
と
が
、
自

治
体
に
と
っ
て
最
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
人

口
を
維
持
し
て
い
く
に

は
、
若
い
子
育
て
世
帯
を

転
入
に
よ
り
受
け
入
れ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
し
て
、
若
い
子
育

て
世
帯
に
良
質
な
住
宅
地

を
提
供
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
私
が
居
住
す
る
石
塚
地

区
や
隣
の
那
珂
西
地
区
を

歩
い
て
い
る
と
、
あ
ち
こ

ち
で
宅
地
開
発
の
現
場
を

見
か
け
る
。
し
か
し
、
気

が
か
り
な
こ
と
が
あ
る
。

宅
地
開
発
の
現
場
を
見
て

み
る
と
、
す
ぐ
に
家
が
建

ち
そ
う
な
場
所
が
販
売
さ

れ
ず
に
、
空
き
地
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
城
里
町
の
開
発
条

例
に
よ
り
、
２
，
０
０
０

㎡
以
上
の
開
発
が
規
制
さ

れ
て
い
る
の
が
原
因
と
思

わ
れ
る
が
、
実
際
ど
う
な

の
か
。

町
長　

開
発
面
積
が

２
，
０
０
０
㎡
を
超
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
土
地
開

発
条
例
の
適
用
を
避
け
る

為
、
一
定
期
間
空
き
地
に

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
推
測
さ
れ
る
。

飯
村　

現
地
を
確
認
す

る
限
り
に
お
い
て
、
周
辺

に
迷
惑
を
か
け
る
よ
う
な

開
発
に
は
思
え
な
い
。
条

例
改
正
が
可
決
さ
れ
、
町

内
に
お
い
て
宅
地
開
発
が

活
性
化
し
、
子
育
て
世
帯

の
転
入
が
増
加
す
る
こ
と

を
期
待
す
る
。

飯
村　

１
９
９
０
年

頃
、
常
北
町
の
人
口
増
加

率
が
茨
城
県
で
１
位
だ
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
か

ら
約
30
年
が
経
過
し
、
そ

れ
ら
の
住
宅
地
で
は
世
代

交
代
も
始
ま
ろ
う
と
し
て

い
る
。
問
題
は
こ
れ
ら
の

住
宅
地
の
道
路
の
多
く
が

私
道
に
な
っ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
現
地
に
住
ん
で

い
な
い
子
供
世
帯
の
共
有

名
義
が
増
え
て
く
る
と
、

公
共
工
事
の
た
め
同
意
を

取
る
こ
と
や
、
所
有
権
の

手
続
が
困
難
に
な
り
、
30

年
前
の
開
発
地
区
が
空
き

家
だ
ら
け
に
な
り
か
ね
な

い
。
10
年
、
20
年
と
町
に

居
住
し
、
税
金
を
支
払
い

続
け
た
地
域
に
つ
い
て

は
、
私
道
の
受
け
入
れ
基

準
を
緩
和
し
て
も
よ
い
と

思
う
。
今
回
の
要
綱
制
定

で
、
そ
の
様
な
受
入
れ
基

準
の
緩
和
は
行
わ
れ
て
い

る
の
か
。

町
長　

20
年
以
上
使
用

さ
れ
た
私
道
に
つ
い
て

は
、
基
準
の
緩
和
を
行
っ

て
い
る
。

飯
村　

条
例
や
要
綱
を

制
定
す
る
こ
と
は
ゴ
ー
ル

で
は
な
く
、
ス
タ
ー
ト
で

あ
る
。
町
長
に
は
、
今
回

の
要
綱
を
積
極
的
に
活
用

し
て
、
次
の
世
代
に
誇
れ

る
町
並
み
を
残
し
て
ほ
し

い
。

私
道
の
寄
附
受
け
入
れ
に
つ
い
て

《
町
長
》
基
準
の
緩
和
を
行
っ
て
い
る

宅地開発が行われている地域で、空き地に宅地開発が行われている地域で、空き地に
なっているなっている

永年使用されている私道永年使用されている私道

その他、次の質問がありました
・自治会管理の公園の今後の管理方針
について
・ソーラー発電、風力発電等の許可に
ついて
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議会の動き・研修報告

議 動の会 き
　講義のなかで、広報で議会側が伝えたいこと、住民側
が知りたいことにズレがあってはならず、「伝わる」工夫
をするための、デザインレイアウト、写真、文章等のポ
イントなどを指導いただきました。
　後段の「議会だよりのクリニック」では、本町議会だ
よりの紙面の良い点と改善点の説明、指摘を受け、「伝
わる」広報誌にするための改善が必要だと実感しました。
　今回クリニックで学んだ編集ポイントを取り入れ、さ
らに町民に読みやすく分かりやすい広報紙づくりに心掛
けていきたいと感じました。

　笠間市は、プラスチックごみの削減・リサイクルを推
進する中で、ランドセルを通じ児童の環境への意識を高
めることを目的に、エコランドセルが開発されました。
カバンメーカーと協議を重ね製造されたエコランドセル
は、軽くて様々な機能を保有しており、子ども達に良い
ランドセルを届けたいという笠間市の姿勢、情熱に刺激
を受けました。
　ムラサキパークかさまは、スケートパークの施設を最
大限に生かす取り組みで、若者や広域からの誘客を図っ
ており、そのアイディアと戦略は本町のまちづくりにお
いても取り入れたい手法でした。

　霞ヶ浦導水事業は、実施計画調査に着手してから今年
で47年目を迎える、地下トンネルによって那珂川と霞
ヶ浦、利根川と霞ヶ浦を結ぶ壮大な通水事業です。
　令和４年８月に那珂川から桜川や千波湖に試験通水が
行われ、水面を覆っていたアオコが薄まるなどの水質改
善が確認されたことにより、今後も浄化効果に期待する
とともに、那珂川のアユ等への影響についても、注視し
ていきたい。

令和５年８月24日に、全国町村議
会議長会による広報クリニックを受
講して参りました。

令和５年11月９日に、霞ヶ浦導水
事業を視察して参りました。

令和５年11月９日に、笠間市のエ
コランドセル給付事業、スケートパ
ーク施設のムラサキパークかさまを
視察して参りました。

研修報告

研修報告

研修報告

広報委員会

教育産業常任委員会

総務民生常任委員会

＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊

＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊

城里町公式ホームページ
議会ホームページに、各委員会ごとの研修報告書を載せて
います。ご覧ください。

議会事務局 研修報告
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追跡調査・編集後記

　

元
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震

に
よ
り
、
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
に

哀
悼
の
意
を
表
し
、
被
災
さ
れ
た

方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。
被
災
地
の
皆
様
の
安
全
と
、

一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

　

新
し
い
決
意
で
ス
タ
ー
ト
し
た
本

年
も
、
早
い
も
の
で
「
立
春
」
を
迎

え
ま
し
た
。
寒
い
中
で
も
草
花
は
時

を
違
わ
ず
成
長
し
、
水
仙
や
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
が
芽
を
出
し
春
の
訪
れ
を
感

じ
ま
す
。

　

久
方
ぶ
り
に
傘
寿
を
迎
え
た
知
人

に
出
会
い
ま
し
た
。
幸
せ
に
溢
れ

若
々
し
く
、
と
て
も
傘
寿
と
は
思
え

ま
せ
ん
。
元
気
の
秘
訣
を
聞
く
と
、

毎
朝
必
ず
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
っ
て
い

る
と
の
事
、
そ
し
て
大
事
な
の
が
教

養
、教
育
に
か
け
て「
今
日　

用よ
う

」「
今

日　

行
く
」。
今
日
の
用
事
、
今
日

行
く
所
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
カ
レ
ン

ダ
ー
に
書
き
込
み
、
一
日
一
日
を
大

切
に
過
ご
し
て
い
る
と
の
話
に
大
い

に
刺
激
を
受
け
、
私
も
挑
戦
を
続
け

て
い
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き
充

実
し
た
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
御
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。
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どうなった？一般質問のその後
　過去に議員が行った一般質問が、その後、町政にどう活かされたのか
追跡調査をしました。

質問

答弁

現在の状況は、こうなっています

協議していく

高校通学費補助について
（令和４年12月）

令和5年度より、通学費補助の対象
となる

1、2年生にも、短期間の定期券購入に対
する補助が出来るよう検討していく。

3年生と同様に、1、2年生の短期の定期券
購入に補助ができないか。

高校1、2年生の短期間の定期券購入に関
しても、補助が可能となった。

県内4位の寄附金を集める稲敷市を参考
に、米を主力とし返礼品の数を増やす

ふるさと納税について
（令和４年６月）

令和 5年 12月末現在の寄付額は
6,139万円で前年比4.87倍となる

令和3年の流出額は710万円で、その75％
は交付税措置で戻ってくるので、若干プ
ラスになった。

ふるさと納税による、本町から他の自治
体への流出額ならびに今後の対応は。

県の共通返礼品を追加するなど、返礼品
数は令和5年12月末現在370品目で、前年
度比3.7倍に増強した。
また、登録サイトについても、当初の３
サイトから７サイトに増強した。


